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１ 背景・目的 

  我が国では超高齢化が進展する中で、いわゆる団塊の世代が７５歳以上となる２

０２５年を目処に、医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が、住み慣れた地

域で、自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるよう、地域の医療・

介護の関係団体が連携して、包括的かつ継続的な在宅医療と介護を一体的に提供す

るために必要な支援を行うことが求められています。 

  市では、第４次小金井市基本構想・基本計画を定め、福祉と健康づくりのための

施策大綱を「誰もが安心して暮らせる思いやりのあるまち」と定めています。この

大綱を実現するため、第２期小金井市保健福祉総合計画及び同計画に包含される第

７期介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画を定め、医療と介護の連携に取り組ん

できました。しかし、在宅医療・介護連携の推進を図るには、医療・介護の関係機

関の協力、情報と意識の共有が必要となるところ、市の目指す理想像、明確な方針

が示されていませんでした。 

  このため、市及び市内医療・介護関係者が在宅医療・介護連携の推進に向けた取

組を行うための旗印となる「在宅医療・介護連携推進基本方針」を策定することと

しました。 

  今後は、この基本方針に基づき、多くの市民が住み慣れた地域で最期を迎えられ

るよう在宅医療・介護連携を推進していきます。 

 

２ 位置付け 
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３ スケジュール 

  本方針は、第８期介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画の計画期間と整合を図っ

ていくため、令和２年度から令和５年度までの４か年を計画期間としています。目

指すべき理想像の達成へ向けて、各事業のＰＤＣＡサイクルを展開していきます。 

 

 

４ 理想像とキャッチコピー 

  「なぜ在宅医療と介護の連携に取り組む必要があるのか」という認識の共有を市

と地域の医療・介護関係者間で図るとともに、目標と課題に則した対応策の立案や

その実効性を高めるため、市の在宅医療・介護連携推進事業が目指す理想像とキャッ

チコピーを小金井市在宅医療・介護連携推進会議における検討を経て、次のとおり

定めました。 
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５ 体系図 

  目指す理想像を実現するための基本理念、基本理念を達成するための取組を小金

井市在宅医療・介護連携推進会議における検討を経て、次のとおり定めました。 

  














